
日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究

日
韓
国
体
基
礎
構
造
調
査

(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く

頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析

朴辻

中

豊

盛

彬

lま

じ

め

本
稿
は
、
辻
中
豊
を
代
表
と
す
る
共
同
研
究
プ
口
ジ
ェ
ク
ト
が
一
九
九
七
年
に
日
本
及
び
韓
国
の
そ
れ
ぞ
れ
首
都
お
よ
び
そ
の
近
隣
地

域
で
共
通
す
る
調
査
表
を
用
い
て
行
っ
た
団
体
調
査
の
デ

1
タ
を
比
較
分
析
し
、
今
後
の
研
究
の
仮
説
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

日
本
調
査
の
概
要
、
方
法
に
つ
い
て
は
既
に
公
表
済
み
(
註
1
、
特
に
辻
中
・
森
一
九
九
八

a)
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
、
こ
の
調
査

は
職
業
別
電
話
帳
を
母
集
団
と
し
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
標
本
を
抽
出
し
た
網
羅
的
で
包
括
的
な
市
民
社
会
の
団
体
調
査
で
あ
る
こ
と
で

M
線
利
議
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
一
日
韓
国
体
基
礎
構
造
調
夜
(
一
九
九
七
)
に
禁
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
詑
中
・
朴
)

四
九



筑
波
法
政
第
二
十
五
日
ぢ
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一
九
九
八
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五。

あ
る
。
韓
国
と
臼
本
、
地
域
と
し
て
は
ソ
ウ
ル
と
東
京
、
京
畿
と
茨
城
を
対
象
と
し
、
日
本
で
は
四
、
二
四
七
団
体
に
発
送
し
、
有
効
回
答
、
東

京
一
、
四
三
八
、
茨
城
一
九
七
、
韓
国
で
は
三
、
八
九

O
団
体
に
発
送
し
、
有
効
回
答
、

ソ
ウ
ル
三
七
一
、
京
畿
一
一

O
を
得
て
い
る
(
註
2
)
。

本
論
で
の
比
較
の
方
法
は
、

い
く
つ
か
の
代
表
的
な
設
問
に
関
し
て
、
頻
度
集
計
、
活
動
空
間
別
ク
ロ
ス
集
計
と
い
う
基
本
的
な
記
述

統
計
を
基
に
、
日
韓
の
類
似
点
、
相
違
点
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
特
に
新
奇
な
事
実
を
摘
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
原
因
や
一
般
化
し
た
仮
説

を
提
示
し
、
今
後
の
よ
り
体
系
的
な
分
析
に
方
向
づ
け
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
で
の
印
象
的
な
発
見
の
一
つ
は
両
国
の
デ

i
タ
の
類
似
性
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
日
韓
両
社
会
の
デ
!
タ
が
類
似
し
て
い

る
場
合
に
も
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
普
遍
的
に
利
益
団
体
が
そ
う
し
た
分
布
や
値
を
と
る
場
合
、
も
う
少
し
絞
っ
て
あ

る
類
型
グ
ル
ー
プ
、
例
え
ば
先
進
工
業
国
や
発
展
志
向
型
国
家
が
そ
う
し
た
形
を
取
る
場
合
、

そ
し
て
日
韓
だ
け
が
そ
う
し
た
形
を
取
る

場
合
な
ど
で
あ
る
。
同
様
に
両
者
が
相
違
す
る
場
合
も
い
く
つ
か
の
ケ

i
ス
が
有
り
う
る
。
類
型
的
な
相
違
に
よ
る
場
合
、
同
一
類
型
な

が
ら
下
位
類
型
的
相
違
や
段
階
の
差
が
あ
る
場
合
、
全
く
の
固
有
性
と
し
て
の
相
違
で
あ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
比
較
の
背
景
と
し
て
い
く
つ
か
の
理
論
的
文
脈
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
ず
日
本
政
治
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
と
の
比
較
と
い

う
文
脈
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
体
系
的
な
ア
ジ
ア
で
の
位
置
づ
け
を
日
本
政
治
に
与
え
た
の
は

C
-
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
発
展
志
向
型
国
家
モ
デ

ル
だ
け
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い

(註
3
)
。
彼
の
位
置
づ
け
の
可
否
を
論
じ
る
た
め
に
は
体
系
的
な
ア
ジ
ア
諸
国
の
比

較
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
そ
う
し
た
試
み
は
希
で
あ
っ
た
(
註
4
)
。
小
論
は
、

そ
う
し
た
ア
ジ
ア
政
治
の
体
系
的
分
析

の
第
一
歩
と
し
て
、
日
韓
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
よ
り
確
実
な
既
存
研
究
の
存
在
す
る
方
を
規
準
と
し
、
他
方
を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

つ

ま
り
日
本
を
規
準
と
し
て
韓
国
を
計
り
ま
た
、
韓
国
を
規
準
と
し
て
日
本
を
計
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
仮
説
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
す

る
。
今
後
、
比
較
す
る
社
会
、
国
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
両
国
を
相
対
化
で
き
る
が
、
現
段
階
で
は
ま
ず
対
比
較
で
あ
る
。
そ
の
際
、

ど



ち
ら
を
規
準
と
す
る
に
し
て
も
、

そ
の
体
制
位
置
づ
け
や
、
団
体
の
性
格
規
定
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
る
(
註
5
)
。

も
う
一
つ
の
文
脈
と
し
て
、
冷
戦
後
の
比
較
政
治
体
制
論
で
注
目
さ
れ
る
市
民
社
会
論
、

R
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
や
F
・
フ
ク
ヤ
マ
ら
の
市

民
的
社
会
資
本
論
が
あ
る
。
こ
の
焦
点
自
体
は
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
最
も
古
典
的
な
A
・
ト
ッ
ク
ヴ
ル
以
来
の
議
論
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
文
脈
に
お
い
て
ア
ジ
ア
を
含
ん
だ
実
証
的
な
交
差
社
会
的
比
較
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
点
で
、
我
々
は

設
立
状
況
や
団
体
分
布
を
基
に
し
た
試
論
的
な
臼
(
米
)
韓
比
較
分
析
に
基
づ
い
て
、
韓
国
の
現
状
況
に
関
す
る
三
つ
の
仮
説
を
提
出
し

て
い
る
(
註
1
、
辻
中
・
李
・
廉
一
九
九
八
参
照
)
韓
国
で
は
民
主
化
以
後
著
し
い
市
民
社
会
の
団
体
の
急
増
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
日

米
並
み
の
団
体
密
度
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
れ
は
団
体
バ
ブ
ル
と
み
る
べ
き
か
、
安
定
し
た
西
欧
型
多
元
主
義
に
む
け
た
成

熟
か
、

エ
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
団
体
政
治
に
限
定
さ
れ
た
多
元
化
と
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
上
記
、
二
つ
の
文
脈
の
理
論
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
全
部
で
三
九
設
問
の
う
ち
、
各
分
野
を
代
表
す
る
九
つ
の
設
問
に
注

目
し
て
み
た
い
。
即
ち
、
団
体
の
組
織
属
性
か
ら
予
算
額
、
職
員
数
、
団
体
の
自
己
規
定
を
示
す
団
体
分
類
所
属
、
(
活
動
空
間
)
、
政
策

関
心
、
団
体
の
行
動
特
性
を
示
す
情
報
源
、
行
政
関
係
、
政
党
接
触
、

ロ
ビ
!
〈
働
き
か
け
)
対
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
活
動
空
間
別
に
ど
の
よ
う
な
相
違
、
類
似
が
み
ら
れ
る
か
も
検
討
し
て
み
よ
う
。

日
韓
デ

i
タ
の
頻
度
比
較

韓
国
と
日
本
の
デ
1
タ
の
頻
度
分
布
を
ク
ロ
ス
集
計
し
、
両
国
の
デ
ー
タ
の
分
布
が
類
似
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

ま
ず
、
両
国
の
関
連
性
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い

(註
6
)
。
両
閣
の
デ
ー
タ
分
布
自
体
が
相
互
に
関
連
す
る
こ
変
数
と
呼
べ
る
か
ど

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
υ

日
韓
国
体
基
礎
構
造
調
査
ご
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

五
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う
か
疑
問
で
あ
る
が
、
仮
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、

ソ
ウ
ル
と
東
京
、
京
畿
と
茨
城
の
数
値
間
の
相
関
値
を
と
っ
て

み
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ブ
の
開
き

(
点
問
の

距
離
)
を
見
る
た
め
に
各
関
連
項
目
間
の
両
国
で
の
パ

1
セ
ン

ト
ポ
イ
ン
ト
差
の
平
均
値
も
と
っ
て
み
た

(註
7
)
0

図
ー
を
み
れ
ば
、
両
者
、

と
り
わ
け
、

ソ
ウ
ル
、
東
京
の
グ

ラ
フ
は
瓜
二
つ
の
相
似
形
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
い
し
、

れ
は
上
記
の
数
字
で
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他

方
、
京
畿
、
茨
城
は
相
似
し
た
も
の
も
あ
る
が
違
い
が
大
き
い

も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
宇
品

nノ
、

事
実
1
一
日
韓
の
首
都
の
利
益
団
体
の
回
答
分
布
は
類
似
し
、

地
方
の
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。

仮
説
l
一
日
韓
の
首
都
の
利
益
団
体
の
行
動
様
式
、
政
治
ア
ク

タ
!
と
の
関
係
構
造
は
類
似
し
、
地
方
の
そ
れ
は
そ
う
で
は
な

し〉。
各
項
目
ご
と
に
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

そ

表 1・いくつかの日韓データ分布の関連性:

王L

相関傭順(ソウル・東京を規準)

情報源

職員分布

集団分類

政策関，心

行政関係

働きかけ

予算分布

相関値 平均ポイント薬

ソウ)1' 京畿 ソウル京畿

・東京 ・茨城 ・東京 ・茨城

働きかけ 0.9917 0.99哩2 10.87 4.57 

行政関係 仏9530 0.8470 6.96 7.34 

職員分布 0.8922 0.9217 3.98 3.30 

情報源 0.8901 0.8176 2.37 3.32 

政策関心 0.8505 0.4675 5.57 10.26 

集団分類 0.6745 -0.0953 4.85 8.83 

予算分布 0.4811 -0.3590 12.95 20.83 

平均(パーセント)ポイント差順(ソウル・東京を規準)

2.37 3.32 0.8901 0.8176 

3.98 3.30 0.8922 0.9217 

4.85 8.83 0.6745 -0.0953 

5.57 10.26 0.85司5 0.4675 

6.96 7.34 0.9530 0.8470 

10.87 4.57 0.9917 0.9952 

12.95 20.83 0.4811 -0.35割)



巴理J

ソウルの比較

EヨZJ

H政策関心

ETE 

C情報揮(l位)

Affi体卦類

D団体一行政との澗係
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東京，図 1
日
韓
利
益
団
体
の
法
礎
的
比
較
研
究
一
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
議
(
…
九
九
七
)
に
恭
づ
く
頼
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

五
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日
韓
に
お
け
る
団
体
属
性
の
比
較

五
四

様
々
な
組
織
属
性
の
内
、
も
っ
と
も
組
織
力
と
関
連
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
予
算
と
職
員
数
を
取
り
上
げ
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
為

替
換
算
の
レ
!
ト
が
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一

0
ウ
ォ
ン
H
一
円
で
換
算
し
た
。
恨
し
、

四
の
違
い
)

一
人
当
た
り

G
D
P
(
一
九
九
四
年
で
一
対

や
購
買
力
の
違
い
も
関
係
す
る
の
で
単
純
で
な
い
。
予
算
の
ク
ロ
ス
表
か
ら
は
日
本
に
お
い
て
か
な
り
大
き
な
集
団
が
多
く

見
え
る
が
、
今
述
べ
た
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
相
当
大
き
い
団
体
が
ソ
ウ
ル
に
も
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
京
畿
!
茨
城
で
は
茨
城
に
大
き
い
も
の
が
多
く
、

か
な
り
の
違
い
が
見

ら
れ
る

(表
2

(
予
算
)
参
照
)
。

職
員
数
は
、
あ
る
意
味
で
物
価
や
購
買
力
平
価
を
考
慮
に
入
れ
た
団
体
組
織
の
比
較
ポ
イ
ン

ト
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
ソ
ウ
ル
・
京
畿
と
も
に
東
京
・
茨
城
と
相
似
形
の
分
布
パ

タ
ー
ン
つ
ま
り
、
極
め
て
類
似
し
た
グ
ラ
フ
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
ソ
ウ
ル
は
東
京
よ
り
も

予
算
と
は
逆
に
職
員
で
み
た
組
織
力
が
大
き
い
団
体
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
表
3
(職

員
)
参
照
)
。
こ
の
類
似
性
は
臼
韓
の
共
通
性
と
と
も
に
、
普
遍
的
な
団
体
組
織
の
職
員
分
布

パ
タ
ー
ン
を
予
想
さ
せ
る
。
以
上
か
ら
、

事
実
2
一
韓
国
の
団
体
予
算
の
分
布
、
職
員
の
分
布
は
、
首
都
に
お
い
で
ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
、

地
方
に
お
い
て
は
韓
国
の
分
布
は
日
本
の
そ
れ
と
比
べ
、
大
き
い
も
の
が
少
な
い
。

(単位・円)予算の日韓比較表 2

重量生
22.6 
40.6 
17.0 
3.8 

茨城

2.6 
20.4 
35.1 
28.8 

ソウル

6.7 
32.4 
37.7 
15.6 

東京

1.6 
12.1 
41.6 
38.1 

100万未満

100万-1千万

1千万-1億
H意以王、

84.0 

106 

86.9 

191 

92.5 

358 

93.4 

1388 

A 吾1.
仁1p， 

H 



仮
説
2
一
韓
国
の
団
体
組
織
力
は
、
首
都
に
お
い
で
ほ
ぼ
日
本
の
そ
れ
と
同
じ
、
地
方
に

お
い
て
は
韓
国
の
団
体
組
織
力
は
日
本
の
そ
れ
と
比
べ
劣
る
。

日
韓
に
お
け
る
団
体
自
己
規
定
の
比
較

つ
い
で
、
団
体
の
自
己
規
定
、

つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
団
体
分
類
に
自
ら
を
入
れ
る
か
、

ま
た
ど
ん
な
政
策
に
関
心
を
示
す
団
体
が
多
い
か
に
注
目
し
て
み
よ
う
(
図

1

A
、
表

4
参
照
)
。

茨
城
と
京
畿
で
は
相
当
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
京
畿
で
は
生
産
者
団
体
が
少
な
く
、
福

祉
、
市
民
、
宗
教
団
体
が
相
当
多
い
。
こ
う
し
た
傾
向
は
ソ
ウ
ル
と
東
京
で
も
や
や
弱
い

形
で
残
っ
て
い
る
。

(単位:人)

0 

2~4 

5~9 

1O~99 

100~ 

68.9 

亙幾
3.8 
22.6 
27.4 

1.9 
12.3 
0.9 

支え滅

5.8 
17.8 
26.2 
11.0 
17.8 
6.3 

職員数の日韓比較

-ν-
ハU
R
U
必
せ
ワ
t

n
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a

'a
，一・
I
Y
-
a
n
v
a
d
n
u
q
u
つ
h
a
u

lve-

の喝

u
'
s
a・
《

γ白

ソ一

106 

84.8 

191 

鰍
一
一
日
川
一
…
山
川
口

表 3

84.6 

358 

88.3 

1388 

合計

N 

で
は
、

ソ
ウ
ル
で
は
宗
教
、
福
祉
、
市
民
、
専
門
家
が
東
京
よ
り
多
く
、
経
済
、
労
働
、
行
政
関
連
団
体
で
少
な
い
。
韓
国

お
そ
ら
く
宗
教
団
体
の
派
生
と
し
て
団
体
が
増
殖
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
生
産
関
連
の
団
体
が
多
い
。

こ
こ
で
の
違
い
は
、
他
の
点
で
の
多
く
の
類
似
点
と
の
対
比
で
考
え
る
と
興
味
深
い
。
端
的
に
は
、
次
に
見
る
政
策
関
心
で
の
類
似
性

l
B
)
。
確
か
に
、
違
い
は
あ
る
。

で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
・
東
京
の
グ
ラ
フ
で
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
上
下
に
振
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
そ
っ
く
り
で
あ
る

そ
の
他

〈図
1

の
経
済
関
連
政
策
で
も
か
な
り
の
差
で
関
心
を
も
っ
比
率
が
低
く
、

ソ
ウ
ル
の
団
体
で
は
消
費
者
、
産
業
振
興
、
国
際
協
力
政
策
な
ど
で
一

0
ポ
イ
ン
ト
以
上
、

回
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
は
京
畿
・
茨
城
で
は
拡
大
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
異
な
っ
た
分
布
と
な
る

そ
の
他
、
司
法
人
権
、
地
域
開
発
、
治
安
、
文
教
な
ど
で
は
や
や
上

(表
5
)
。
こ
の
違
い
は
団
体
分
布
の

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
日
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

五
五
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五
六

違
い
の
反
映
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
方
で
の
相
違
、
首
都
で
の
類
似
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
首
都
で
の
団

せ
る
。

体
分
類
の
相
違
と
政
策
関
心
の
類
似
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
異
な
る
団
体
に
よ
る
等
義
機
能
と
い
う
仮
説
を
想
起
さ

事
実
3
一
日
韓
の
団
体
の
集
団
分
類
に
は
意
味
の
あ
る
違
い
が

(
特
に
地
方
で
)
存
在
す
る
。

事
実
4
H
日
韓
の
団
体
の
政
策
関
心
の
分
布
は
首
都
で
は
類
似

し
、
地
方
で
は
異
な
る
。

一lE-
一一
日
韓
に
お
け
る
団
体
の
ア
ク
タ
ー
関
係
の
比
較

自
己
規
定
に
続
い
て
、
団
体
の
行
動
様
式
を
比
較
し
よ
う
。

ま
ず
そ
の
情
報
源
を
見
て
み
よ
う
(
図

1
1
C
)
。
こ
の
グ
ラ

プ
は
首
都
、
地
方
と
も
に
ま
ず
概
ね
日
韓
が
似
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

首
都
を
例
に
取
ろ
う
(
表
6
も
参
照
)
。
類
似
性
は
ま
ず
、

行
政
機
関
、
自
治
体
、
政
党
、
議
員
の
位
置
づ
け
と
い
っ
た
政

治
関
連
ア
ク
タ
ー
と
の
関
係
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
政

(%) 団体分類の日韓比較表 4

京畿

7.5 
3.7 
6.5 
2.8 
3.7 
22.4 
7.5 
0.9 
16.8 
15.0 
13.1 

茨城

29.7 
15.6 
11.5 

2.6 
5.2 
4.7 
4.2 
2.6 
3.6 
1.0 
19.3 

ソウル

3.7 
11.0 
4.0 
8.5 
4.8 
14.4 
13.6 
2.5 
7.9 
9.9 
19.5 

東京

2.5 
19.5 
7.8 
8.8 
9.7 
6.1 
9.6 
2.1 

4.3 
0.9 
28.9 

農業

経済

労働
教育

行政

福祉
専門家

政治

市民

宗教

ぞの他

100.0 

107 

100.0 

192 

100.0 

353 

100.0 

1403 

合計

N 



に
よ
り
依
存
し
、
政
治
家
関
連
に
は
あ

ま
り
依
存
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
よ
く
似
た
行
政
・
政
党
関
係
は
他

の
設
問
で
も
見
出
さ
れ
る
。
相
違
点
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
協
力
団
体
、
企
業
な

ど
と
の
非
政
治
ア
ク
タ
ー
と
の
関
係
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。
韓
国
で
は
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
や
専
門
家
(
特
に
こ
れ
は
京
畿
)

に
大
き
く
依
存
し
、
協
力
団
体
、
企
業

へ
の
依
存
は
低
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、

日
本
で
の
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展

と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

事
実
5
一
日
韓
と
も
に
団
体
の
情
報
源

と
し
て
は
行
政
機
関
の
役
割
が
大
き

し当。

(%) 政策関心の日韓比較表 5

品
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二
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1
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財政

金融

通商

産業振興

公共事業
運輸交通

情報通信

科学技術

地域開発
外受

安保

治安
司法人権

地方行政

労働

農林水

消費者

環境

厚生福祉
国際交流

文教スポーツ

その他

110 194 371 1425 N 

事
実
6
一
日
韓
で
は
、
情
報
源
と
し
て
の
非
政
治
ア
ク
タ
ー
(
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
関
連
団
体
な
ど
)
と
の
関
係
が
異
な
る
。

行
政
と
の
関
係

l
首
都
、
地
方
と
も
、
行
政
と
の
関
係
パ
タ
ー
ン
は
、
日
韓
で
相
似
形
と
呼
ん
で
よ
い
。
両
国
の
グ
ラ
ブ
(
図

1
1
D
)

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
υ

日
緯
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

五
七
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は
、
首
都
で
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
隔
を
お
い
た
相
似
形
、
地
方

で
は
二
項
目
以
外
は
ほ
ぼ
近
い
値
を
と
り
、
や
や
形
状
は
異
な
る

が
似
て
い
る
。
日
韓
と
も
に
、
許
認
可
、
法
的
規
制
、
行
政
指
導

な
ど
法
的
、
形
式
的
な
関
係
お
よ
び
意
見
交
換
が
や
や
高
い
比
率

でご一

O
l五
O
%、
委
員
派
遣
、
協
力
支
持
、

ポ
ス
ト
提
供
が

O
%台
か
ら
一

O
%未
満
へ
と
い
う
分
布
で
あ
る
〈
表
7
)
。
な
ぜ

両
者
が
似
て
い
る
の
か
、

と
い
う
問
い
へ
の
答
え
は
、
我
々
に
発

展
志
向
型
国
家
や
官
穣
優
位
政
治
・
集
権
モ
デ
ル
な
ど
い
く
つ
か

の
モ
デ
ル
を
想
起
さ
せ
る
が
、
今
後
の
検
討
、
特
に
米
独
の
デ

l

タ
の
入
手
後
の
比
較
を
待
つ
事
に
し
た
い
。

事
実
7
一
日
韓
の
団
体
の
行
政
機
関
と
の
公
式
、
非
公
式
の
関
係

を
持
つ
団
体
の
分
布
パ
タ
ー
ン
は
類
似
し
て
い
る
。

政
党
と
の
関
係
l
政
党
接
触
有
り
の
団
体
の
比
率
は
や
や
韓
国

(%) 情報源(1位)の日韓比較表 S

京畿

9.4 
14.2 
0.9 
1.9 
2.8 
8.5 
10.4 
11.3 
17.0 
10.4 
0.0 
1.9 

茨城

14.1 
18.8 
0.0 
2.1 
1.0 
1.0 
2.1 
8.9 
22.0 
10.5 
1.0 
5.2 

ソウノレ

25.4 
6.4 
0.8 
0.8 
0.3 
9.5 
18.4 
9.5 
5.9 
14.0 
0.0 
1.4 

京一

J

J

J

J

J

J

A

J

J

J

J

J

』

R
一q
d
円

t
n
u
n
u
n
u
円

i
R
u
n
V
1
A
4
2
3

4
胴
刻
一

-

q

L

'

i

'

i

'

i

中央の行政機関

自治体

政党

国会議員

地方議員

専門家
マスメディア

専門紙

協力団体

団体構成員

企業

その他 五
八

88.7 

106 

86.9 

191 

92.5 

358 

91.6 

1388 

合計

N 

が
低
い
が
、

ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
(
表
8
)
。
ま
た
首
都
よ
り
地
方
で

高
い
と
い
う
点
も
よ
く
似
て
い
る
。
政
党
ご
と
の
接
触
パ
タ
ー
ン
は
、
韓
国
で
は
四
つ
の
主
要
政
党
に
二

O
l一ニ
O
%台
の
比
率
で
並
ん

で
い
る
が
、
日
本
で
は
自
民
党
に
の
み
三

O
%台
(
茨
城
で
は
五

O
%台
)

で
他
は
二

O
%未
満
と
い
う
よ
う
に
か
な
り
落
差
が
あ
る
の



(%) 団体一行政との日韓比較表 7

臨
民
三
d
η
t
F
a
'
i
の
岳
の

d
o
o

-

-

-

-

-

-

-

-

一、王且
z
o
o
-
-
R
u
n
o
'
i
n
J

a唱
の

d
必品

E
'
i
4且
z

・1

翠盛
29.8 
36.6 
47.1 
11.5 
23.6 
8.4 
3.7 

ソウル
49.4 
41.1 
47.8 
15.6 
50.3 
23.5 
6.7 

車重
38.0 
33.4 
45.8 
14.3 
36.1 
13.4 
8.7 

許認可
法的規制
行政指導

協力支持
意見受換
委員派遣
ポスト提供

106 191 358 1388 N 

現在の働きかけの対象(1位)日韓比較

東京ソウル 茨城

37.0 64.2 40.3 
14.9 12.6 17.3 
6.5 3.4 5.2 
58.4 80.2 62.8 

(%) 

東京 茨城 ソウル 京畿
接触有り 40.1 59.7 接触有り 36.3 46.2 

自民党 34.5 52.4 新韓国党 31.3 33.3 
新進党 18.7 19.9 国民会議 27.9 34.3 
民主党 15.2 15.2 自民連 23.5 25.9 
共産党 7.3 6.8 民主党 20.4 22.2 
社民党 13.2 13.1 そのf也 9.8 19.4 
太陽党 9.9 6.8 
さきがけ 10.0 7.3 
壬の他 5.0 7.3 

表 g (%) 

政党接触の日韓比較表 B

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
u

日
韓
国
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
) 一

明
石
川
口
一
…

行政
政党
裁判所
合計

五
九

106 191 358 1388 N 
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が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
韓
国
の
政
党
が
、
団
体
か
ら
同
じ
よ
う
な
支
持
を
受
け
て
い
る
の
か
、
支
持
関
係
の
同
定
化
が
進
ん
で
い
な
い

か
ら
か
、

な
ど
多
様
な
仮
説
を
構
想
す
る
事
が
で
き
る
。

事
実
8
一
日
韓
の
団
体
と
政
党
と
の
関
係
は
、
接
触
パ
タ
ー
ン
の
差
で
異
な
る
。

仮
説
3
一
日
本
で
は
韓
国
よ
り
団
体
ご
と
の
政
党
関
係
が
構
造
化
し
、
団
体
に
よ
る
政
党
へ
の
差
別
化
が
進
ん
で
い
る
。

働
き
か
け
(
ロ
ビ

i
)
の
対
象

i
行
政
や
政
党
、
情
報
源
な
ど
の
類
似
性
か
ら
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
、
両
国
で
の
働
き
か
は
り
の
対
象
と

し
て
選
ば
れ
る

(
有
効
な
標
的
)
政
治
ア
ク
タ
ー
は
、
行
政
が
多
い
。
パ
タ

i
ン
も
類
似
し
て
い
る
。
特
に
地
方
で
は
、

ほ
ぽ

J

グ
ラ
ブ
は

重
な
っ
て
い
る
。
首
都
で
は
、
行
政
を
選
ぶ
団
体
の
比
率
ポ
イ
ン
ト
(
絶
対
%
、

N
A
、
D
K
を
除
い
て
い
な
い
)

は
韓
国
が
つ
一
割
近
く

多

(
回
答
比
率
の
高
さ
の
影
響
)
。
そ
の
他
は
、
政
党
の
一
二
・
六
!
一
四
・
九
%
、
裁
判
所
の
コ
了
四
l
六
・
五
%
と
よ
く
似
た
比

家
で
あ
る
。
行
政
の
有
効
性
で
日
韓
の
団
体
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
実
9
一
日
韓
団
体
の
働
き
か
け
パ
タ
ー
ン
は
、
行
政
の
優
位
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

仮
説
4
一
日
韓
の
団
体
と
行
政
の
関
係
は
、
行
政
の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。

日
韓
デ

i
タ
の
活
動
空
間
別
比
較

基
礎
的
な
比
較
分
析
の
第
二
の
接
近
と
し
て
、
活
動
空
間
ご
と
の
分
析
を
行
っ
て
み
よ
う
。

つ
ま
り
、
団
体
は
、
ど
の
よ
う
な
地
理
的

空
間
で
活
動
を
行
う
の
か
、
そ
し
て
そ
の
空
間
別
に
団
体
の
特
性
に
差
が
有
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
大
ま
か
に
一
言
え
ば
ロ
ー
カ
ル
、



ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ト
ラ
ン
ズ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
ー
カ
ル
と
は
市
町
村
(
韓
国
で
は
市
郡

区
)
か
ら
都
道
府
県
(
同
広
域
市
・
道
)
と
い
う
生
活
圏
の
範
囲
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
広
域
圏
か
ら
全
国
、
ト
ラ
ン
ズ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
は
、
世
界
全
体
と
い
う
空
間
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
団
体
の
地
理
的
活
動
範
囲
を
特
定
す
る
た
め
に
、
「
あ
な
た
の
団
体
が
活
動

対
象
と
す
る
地
理
的
な
範
聞
は
、
次
の
ど
の
レ
ベ
ル
で
す
か
」
と
い
う
設
問

(
Q
6
)
を
用
意
し
た
。
提
示
し
た
エ
リ
ア
は
、
①
市
町
村

(
韓
国
で
は
市
郡
区
)

レ
ベ
ル
、
②
県
(
広
域
市
・
道
)

レ
ベ
ル
、
③
広
域
圏
レ
ベ
ル
、
④
全
国
レ
ベ
ル
、
⑤
世
界
レ
ベ
ル
、

と
い
う
五

つ
で
あ
る
。

活
動
空
間
別
の
分
析
に
関
し
て
、
日
本
の
デ
!
タ
分
析
か
ら
次
に
よ
う
な
発
見
が
整
理
さ
れ
て
い
る
(
註
1
、
辻
中
・
森
一
九
九
八
b

一

一
三

i
一
四
)
。
〈
以
下
、
東
京
と
茨
城
を
仮
に
一
般
化
し
て
「
首
都
と
地
方
」
と
表
記
す
る
。
茨
城
は
首
都
圏
に
あ
る
地
方
で
あ
る
点
で

注
意
が
必
要
だ
が
、
韓
国
で
の
京
畿
も
同
様
で
あ
る
。
)

①
首
都
と
地
方
で
は
団
体
の
空
間
活
動
範
囲
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
首
都
で
は
地
球
化
の
流
れ
に
沿
っ
て
世
界
レ
ベ
ル
を
活
動
範
囲

と
す
る
も
の
や
全
国
規
模
が
多
数
で
あ
り
、
地
方
で
は
八
割
以
上
が
県
レ
ベ
ル
以
下
を
対
象
と
し
て
い
る
。

②
団
体
活
動
に
お
け
る
情
報
源
も
、
活
動
空
間
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
は
、
「
自
治
体
」
、
広
域
圏
や
全
国

レ
ベ
ル
で
は
、
「
国
の
行
政
機
関
」
、
世
界
レ
ベ
ル
で
は
「
学
者
・
専
門
家
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
す
る
の
は
相
対

的
に
は
広
域
圏
の
団
体
で
あ
る
。

③
団
体
と
国
の
行
政
と
の
関
係
は
、

一
般
に
全
国
的
な
活
動
へ
と
空
間
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
関
保
は
深
ま
り
、
接
触
す
る
団
体
も

増
え
て
い
く
。
自
治
体
と
の
場
合
は
、
反
対
に
県
レ
ベ
ル
で
関
係
が
深
く
、

ま
た
接
触
も
ロ
ー
カ
ル
な
ほ
ど
多
い
。

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
日
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
査
二
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

..Lo ノ、
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ノ、

④
政
党
と
の
関
係
は
、
自
治
体
と
の
関
係
に
似
て
い
る
。

@
政
党
別
に
団
体
と
の
接
触
の
関
係
を
み
る
と
、
団
体
と
の
接
触
率
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
自
民
党
で
あ
り
、
活
動
空
間
が
ロ
ー
カ
ル

ロ
ー
カ
ル
な
ほ
ど
接
触
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

に
い
く
ほ
ど
、
自
民
党
と
の
接
触
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
や
や
似
た
傾
向
を
示
す
の
は
共
産
党
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
項
目
が
果
た
し
て
、
韓
国
に
当
て
は
ま
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
比
較
分
析
を
進
め
た
い
。

一一l
t

日
韓
国
体
の
活
動
空
間
の
比
較

表
刊
に
よ
れ
ば
、

ソ
ウ
ル
で
は
、
世
界
レ
ベ
ル

一
九
・
八
%
で
あ
り
、

ご
二
・
六
%
)
、
全
国
レ
ベ
ル

(
五
四
・
二
%
)

の
数
値
を
示
し
、
東
京
の
そ
れ
ぞ

れ
(
二
ニ
・
八
%
)
(
四
九
・
七
%
)
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
他
方
、
京
畿
で
は
世
界
、
全
国
が
七
・
五
%
、

F目 関値 平均ポイント差

ソウル 京畿 ソウル 京畿

-東京 -茨城 -東京 -若城

削荷 I 0.9791 0.7引 3.52I 11.08 

茨
城
の
世
界
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ
二
・
一
%
、
四
・
二
%
よ
り
四
倍
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

ソ
ウ
ル
と
京
畿
の
差
は
日
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
大
き
い
。

ロ
ー
カ
ル
生
活
圏
レ
ベ
ル

(下

位
二
分
類
)
を
活
動
範
閤
と
す
る
団
体
は
、

ソ
ウ
ル
二
九
・
七
%
、
京
畿
六
七
・
O
%
、
東
京
二
五
・

三
%
、
茨
城
八
五
・
三
%
で
あ
り
、

日
韓
の
形
は
類
似
し
て
い
る
が
、
韓
国
は
日
本
ほ
ど
首
都
と
地

方
の
間
に
差
が
な
い
。

ち
な
み
に
先
に
見
た
関
連
数
値
の
相
関
や
平
均
ポ
イ
ン
ト
差
は
、
上
の
通
り

で
あ
る
。

活
動
空
間
の
分
布
を
日
韓
比
較
す
れ
ば
、
特
に
首
都
間
で
大
変
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
や
や

違
い
が
あ
る
の
は
、
広
域
圏
や
広
域
市
・
道
(
日
本
の
県
)

レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
団
体
が
、
韓
国
で



は
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
首
都
と
地
方
で
は
団
体
の
空
間
活
動
範
囲
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
」
(
①
)

と
い
う
命
題
(
仮
説
5
)
は
、
韓
国
で
も
篠
認
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
日

韓
の
類
似
と
わ
ず
か
な
違
い
は
、

ソ
ウ
ル
対
東
京
、
京
畿
対
茨
城
と
い
う
地
域
の
特
質
、
韓
国

と
日
本
の
政
治
、
行
政
制
度
や
構
造
、
特
に
地
方
自
治
や
中
央
地
方
関
係
と
い
っ
た
制
度
の
特

質
、
そ
し
て
団
体
の
特
質
等
に
依
存
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

一一1
1
ニ
日
韓
国
体
の
活
動
空
間
と
団
体
分
類

日
本
の
東
京
の
団
体
で
は
、
市
民
団
体
を
除
い
て
す
べ
て
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
を
活
動
対

象
と
す
る
も
の
が
最
多
の
分
類
と
な
っ
て
い
て
、
全
国
団
体
性
が
濃
厚
で
あ
る

(
表
口
)
。
市

民
団
体
は
唯
一
、
市
町
村
レ
ベ
ル
が
自
己
の
分
類
で
は
最
多
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
レ
ベ
ル

で
活
動
す
る
閲
体
比
率
も
他
の
団
体
と
く
ら
べ
て
高
い
二
四
%
を
記
録
〈
宗
教
に
つ
ぐ
)
し
て

お
り
、

ロ
ー
カ
ル
か
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
両
極
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
団
体

は
、
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
以
上
が
六
割
以
上
を
占
め
る
一
専
門
家
、
教

育
、
行
政
の
団
体
と
、

ロ
ー
カ
ル
な
活
動
団
体
が
四
割
か
ら
五
割
強
程
度
を
占
め
、

ナ
シ
ヨ
ナ

ル
な
レ
ベ
ル
と
二
極
化
し
て
い
る
農
業
、
政
治
、
福
祉
の
各
団
体
で
あ
る
。
残
る
経
済
と
労
働

の
団
体
は
、
全
国
を
中
心
に
広
域
間
も
や
や
多
く
、
相
似
形
を
示
し
て
い
る
。

(%) 地理的活動対象範囲の日韓比較表10

一一一町一M
M
M
M

茨城

51.8 
33.5 
8.4 
4.2 
2.1 

ソウlレ
18.2 
11.5 
3.6 
54.2 
12.6 

東京

14.3 
11.0 
11.1 
49.7 
13.8 

市町村
県(道)
広域圏

全国

世界

日
韓
利
益
団
体
の
拳
縫
的
比
較
研
究
一
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

~. 

/¥ 

100 

106 

100 

191 

100 

358 

100 

1388 

合計

N 
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(%) 

六
回

%) 1 市町村一一一一息一一広鐘旦旦主全国
(東京) I 

農業 I 28.6 22.9 2.9 45.7 0.0 35 
経済 I 16.2 13.2 16ふ 48.9 5.1 272 
労働 I 16.8 14.0 23.4 39.3 6.5 107 
教育 4.9 7.4 7.4 67.2 13.1 122 
行政 I 11.9 14.8 8.9 57.0 7.4 135 
福祉 I 24.7 15.3 8.2 40.0 11.8 85 
専門家 I 4.5 3.8 7.5 63.2 21.1 133 
政治 I 20.7 24.1 10.3 34.5 10.3 29 
市民 I 32.8 8.6 6.9 27.6 24.1 58 
宗教 I 0.0 0.0 20.0 40.0 40.0 10 

・ I笠魚偽…J…山 g.，.li.................~.，..!................}.，..!・… .1.7..d!...............?!.，.7.…… .......~~.~. 
全体 14.2 11.2 11.2 49.7 13.8 1369 

J~ーよ__i'f!盤昆ー哩女差一広強直豊盟会民一一旦星一一一-~
(ソウル}

農業

経務

労働

教育

行政関係

福祉

専門家

政治

市民
宗教

N 重差

活動空間と団体分類表11

.......・ー.....・

" ‘' 
』‘ w.u 四 u

(%) 市町村 県 広域濁日本全国 世界 H 
(茨城)

農業 76.8 14.3 7.1 1.8 0.0 56 
経清 69.0 24.1 3.4 3.4 0.0 29 
労働 18.2 36.4 27.3 18.2 0.0 22 
教育 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 4 
行政 90.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10 
福祉 22.2 66.7 11.1 0.0 0.0 9 
専門家 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0 8 
政治 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0 5 
市民 57.1 28.6 0.0 0.0 14.3 7 
宗教 50.0 0.0 ，0.0 0.0 50.0 2 

Z合f言Ef飽…・・ 27.0 54.1 8.1 5.4 5.4 31 
52.4 32.8 8.5 4.2 2.1 189 

(%) 市部区広域市・道 広域嵐韓国全国 償界 N 
(京畿)

農業 62.5 0.0 0.0 37.5 0.0 8 
経滑 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 4 
労働 57.1 0.0 0.0 14.3 28.6 7 
教育 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 3 
行政関係 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 3 
福祉 62.5 16.7 4.2 12.5 4.2 24 
専門家 25.0 12.5 25.0 25.0 12.5 8 
政治 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 
市民 88.2 5.9 0.0 5.9 0.0 17 
宗教 42.9 0.0 0.0 35.7 21.4 14 

.ゑ全Z体2魚・・… …....・.~Q.&....・…...!.1.，.~.................'!..，..\...............?~.&.....・...…
59.2 8.7 5.8 19.4 6.8 103 

。
。
向

m
a
a
z
A
U
"
f
内

u
a
6
向
該
自

a
a
a
z

--の
0

・1
の0

・1F
0
4
.

。，U

伺。

7.7 
15.4 
0.0 
10.0 
0.0 
14.0 
10.4 
0.0 
7.1 
32.4 

61.5 
43.6 
50.0 
53.3 
58.8 
36.0 
75.0 
22.2 
67.9 
52.9 

7.7 
12.8 
0.0 
6.7 
0.0 
0.0 
0.0 
11.1 
3.6 
2.9 

15.4 
15.4 
28.6 
16.7 
11.8 
14.0 
4.2 
22.2 
7.1 
0.0 

7.7 
12.8 
21.4 
13.3 
29.4 
36.0 
10.4 
44.4 
14.3 
11.8 



茨
城
で
は
農
業
・
経
済
団
体
の
九
割
以
上
が
県
レ
ベ
ル
以
下
を
活
動
対
象
と
し
、

ロ
ー
カ
ル
志
向
が
一
層
明
確
で
あ
る
。
他
方
、
茨
城

の
労
働
団
体
は
果
、
広
域
国
闘
を
中
心
と
し
て
お
り
、

か
な
り
大
規
模
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
京
畿

で
は
、
専
門
家
、
教
育
、
宗
教
の
各
団
体
を
除
け
ば
、
す
べ
て
の
団
体
が
ロ
ー
カ
ル
を
志
向
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
茨
城
と
共
通
す
る
。

ソ
ウ
ル
の
団
体
で
は
、
政
治
と
福
祉
団
体
を
除
い
て
す
べ
て
が
全
国
レ
ベ
ル
を
活
動
対
象
と
す
る
も
の
が
最
多
の
分
類
で
あ
る
。
全
国

団
体
性
は
東
京
よ
り
や
や
強
い
。
世
界
レ
ベ
ル
で
活
発
に
活
動
す
る
の
は
、
宗
教
、
経
済
、
福
祉
団
体
で
あ
り
、
東
京
で
の
市
民
団
体
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
全
国
レ
ベ
ル
以
上
を
活
動
範
囲
と
す
る
割
合
が
多
い
(
七
五
%
以
上
)
の
は
、
専
門
家
、
宗
教
、
市
民
団
体
で
あ
り
、

逆
に
少
な
い
(
六
割
以
下
)
の
は
政
治
、
労
働
、
福
祉
、
行
政
関
係
、
経
済
団
体
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
ロ
ー
カ
ル
生
活
圏
レ
ベ
ル
(
下

位
二
分
類
)

で
五
割
以
上
を
占
め
る
の
は
、
政
治
、
労
働
、
福
祉
団
体
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
と
韓
国
で
は
団
体
分
類
の
分
布
が
か
な
り
異
な
り
、
そ
し
て
活
動
の
場
も
異
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
全
国
レ
ペ

ル
と
、
市
町
村
・
郡
区
レ
ベ
ル
に
注
目
し
て
、
日
本
と
の
差
異
で
特
徴
づ
け
て
お
こ
う
ο

韓
国
で
は
日
本
と
比
べ
、
農
業
お
よ
び
市
民
団

体
の
全
国
性
が
強
く
、
地
方
性
が
弱
い
。
他
方
、
政
治
、
福
祉
、
教
育
、
経
済
団
体
で
は
全
国
性
が
よ
り
弱
く
、
地
方
性
が
よ
り
強
い
。

行
政
関
係
団
体
も
地
方
性
が
強
い
。
(
事
実
叩
)
韓
国
で
は
、
農
業
と
市
民
団
体
と
い
う
異
な
っ
た
性
格
を
持
つ
団
体
に
お
い
て
地
方
に

根
を
張
る
団
体
の
割
合
が
日
本
よ
り
少
な
く
全
国
を
志
向
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。

一一l
I
三

日
韓
国
体
の
活
動
空
間
と
情
報
源
の
比
較

日
本
で
は
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
自
治
体
を
情
報
源
と
す
る
団
体
が
東
京
、
茨
城
と
も
二
O
%
と
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
。
韓
国
の

日
韓
利
益
閲
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
い
日
終
団
体
基
礎
構
造
調
交
二
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
笠
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

六
五
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ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
団
体
で
も
、
京
畿
で
は
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
市
レ
ベ
ル
で
一
六
%
の
団
体
、
道
で
三
一
ニ
%
が
自
治
体

を
情
報
源
と
し
て
第
一
位
と
す
る

(
図
表
略
)ο

異
な
る
の
は
ソ
ウ
ル
で
の
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
団
体
で
、
自
治
体
よ
り
も
中
央
の
行
政

機
関
を
情
報
源
と
し
て
い
る
も
の
の
比
率
が
か
な
り
多
い

〈
表
口
参
照
)
。
(
事
実
日
)
(
区
で
二
O
%
、
広
域
市
で
三
四
%
)
。

全
国
レ
ベ
ル
そ
活
動
範
留
と
す
る
団
体
で
は
、
日
韓
と
も
に
首
都
で
は
中
央
行
政
機
関
、

つ
い
で
自
己
の
団
体
構
成
同
同
一
で
あ
り
、
比
率

も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
第
三
位
に
、
東
京
で
は
協
力
団
体
、

ソ
ウ
ル
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
く
る
点
で
あ
る
。

世
界
レ
ベ
ル
で
の
団
体
で
は
、
東
京
で
は
学
者
・
専
門
家
(
一
九
%
て
団
体
構
成
員
(
一
八
%
)

の
順
で
あ
っ
た
が
、

ソ
ウ
ル
で
は

マ
ス
メ
一
ア
イ
ア

さ
二
%
)
、
学
者
・
専
門
家
(
一
八
%
)

の
願
で
、
こ
こ
で
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
源
と
し
て
の
意
義
は
日
本
よ
り

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
(
事
実
ロ
)

一一

i
四

日
韓
団
体
の
活
動
空
間
と
行
政
関
係
の
比
較

日
本
で
、
特
に
首
都
で
見
出
さ
れ
た
活
動
空
間
の
場
の
拡
大
と
行
政
と
の
関
係
を
持
つ
団
体
の
割
合
の
上
昇
と
い
う
関
係
は
、
韓
国
で

は
必
ず
し
も
見
出
さ
れ
な
い
。
(
事
実
日
)
京
畿
で
は
い
く
つ
か
の
項
目
で
そ
れ
に
近
い
関
係
が
あ
る
が
、

ソ
ウ
ル
で
は
広
域
圏
、
広
域

市
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
団
体
が
最
も
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
る

(
表
日
参
照
)
。

団
体
と
行
政
の
関
係
は
、
団
体
の
種
類
(
分
類
)
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
行
政
受
益
や
行
政
規
制
の
程
度
と
関
連
す
る

か
ら
、
先
に
見
た
日
本
と
韓
国
と
の
団
体
分
類
ご
と
の
棲
息
空
間
の
違
い
が
こ
れ
に
影
響
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。



一一i
五

日
韓
国
体
の
活
動

空
間
と
政
党
関
係
の
比
較

日
本
(
特
に
東
京
)

で
は
他

の
レ
ベ
ル
例
え
ば
全
国
レ
ベ
ル

で
の
活
動
団
体
よ
り
、

ロ
l
カ

ル
な
レ
ベ
ル
で
の
団
体
に
お
い

て
、
政
党
接
触
の
有
り
の
団
体

の
相
対
的
な
多
さ
が
観
察
さ
れ

た
が
、
韓
国
で
は
そ
う
し
た
こ

と
は
一
言
え
な
い
〈
事
実
H
)
(表

H
参
照
)
。

ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル

で
の
団
体
の
政
党
接
触
は
京
畿

で
は
他
の
レ
ベ
ル
と
同
等
、

ウ
ル
で
は
明
ら
か
に
少
な
い
か

ら
で
あ
る
。
政
党
の
草
の
根
レ ソ

(%) 活動空間と情報源表12

全体

23.3 
7.9 
0.6 
0.5 
0.6 
7.5 
8.4 
10.3 
11.2 
14.7 
2.7 
3.9 

91.6 

ω∞一体
内川一全

25.4 
6.4 
0.8 
0.8 
0.3 
9.5 
18.4 
9.5 
5.9 
14.0 
0.0 
1.4 

6.7 
2.2 
0.0 
0.0 
0.0 
17.8 
31.1 
15.6 
2.2 
11.1 
0.0 
4.4 

29.4 
3.1 
0.0 
1.5 
0.0 
9.3 
16.5 
8.2 
4.1 
17.5 
0.0 
1.5 

世界
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34.1 
14.6 
4.9 
0.0 
0.0 
7.3 
19.5 
12.2 
0.0 
2.4 
0.0 
0.0 

20.0 
13.8 
1.5 
0.0 
1.5 
6.2 
15.4 
9.2 
15.4 
12.3 
0.0 
0.0 

N 

叩i屋上一一
(ソウル)
中央の行政機関

自治体

政党

国会議員

地方議員

学者・専門家

マスメディア

専門紙・業界紙

協力団体

図体の構成員

企業
その他

日
韓
利
経
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
い
日
斡
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

32.6 
2.2 
0.3 
0.3 
0.0 
7.1 
8.0 
9.9 
10.1 
18.0 
2.8 
3.0 

広域留日本全国

21.4 
7.8 
1.3 
1.3 
0.0 
4.5 
10.4 
14.9 
13.6 
8.4 
6.5 
2.6 

県

14.4 
23.5 
0.7 
0.7 
1.3 
2.0 
8.5 
13.1 
12.4 
8.5 
0.0 
2.6 

11.6 
20.1 
1.5 
0.0 
3.5 
4.0 
7.5 
8.5 
15.1 
10.1 
1.5 
4.5 

市町村(詰)

(東京)

中央の行政機関

自治体

政党

国会議員

地方議員

学者・専門家

マスメディア

専門紙・業界紙

協力[ilH本
団体の構成員

企業
ぞの他

94.2 

199 153 154 690 
市都区広域市・道 広域濁韓国全国

92.9 87.6 87.9 合計

六
七

92.5 

358 

91.1 

45 

91.2 

194 

92.3 

13 

95.1 

41 

95.4 

65 

合計

N 



表13 活動空間と行政関係
筑

波法政第広域間日本全国 役界 一一一土佐

38.0 38.0 
44.2 35.2 20.3 33.4 
48.1 54.3 30.7 45.8 五
5.8 17.5 9.9 14.3 号
38.3 44.5 32.3 36.1 
9.7 19.7 10.4 13.4 
3.9 12.6 7.3 8.7 九

九
154 690 192 1388 !¥ 

市都区広域市・道 広域醤韓国全国 役界 全体

(ソウル)

許認可 i 36.9 58.5 69.2 47.9 48.9 49.4 
法的規制 35.4 53.7 38.5 38.7 33.3 41.1 
行政指導 40.0 63.4 53.8 44.8 37.8 47.8 
協カ支持 15.4 14.6 38.5 12.9 8.9 15.6 
意見交換 40.0 58.5 61.5 52.1 42.2 50.3 
委員派遣 7.7 24.4 30.8 23.2 17.8 23.5 
ポスト提供 3.1 12.2 7.7 5.7 4.4 6.7 

N 65 41 13 194 45 358 

会僅L_ 市町村 県 広域濁日本全国 世界 全体

(茨城)
許認可 27.3 31.3 37.5 50.0 0.0 29.8 
法的規制 34.3 40.6 56.3 12.5 0.0 36.6 
行政指導 48.5 48.4 50.0 37.5 0.0 47.1 
協力支持 14.1 4.7 12.5 25.0 25.0 11.5 
意見交換 19.2 18.8 50.0 50.0 50.0 23.6 
委員派遣 6.1 10.9 0.0 25.0 25.0 8.4 
ポスト提供 3.0 4.7 6.3 0.0 0.0 3.7 

N 99 64 16 8 4 191 
全体

44.3 
.5 38.7 
.0 41.5 
.5 15.1 
.5 46.2 
.0 11.3 Jノ、4 

.0 3.8 !¥ 

8 106 



ベ
ル
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
デ
ー
タ

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
韓
国
で
は
日
本
ほ
ど
革
の
根
レ

ベ
ル
で
の
政
党
関
係
は
定
着
し
て
い
な
い
と
仮
説
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
党
別
に
見
て
み
よ
う
。
日
本
で
は
自
民
党
、
共

産
党
が
よ
り
ロ
ー
カ
ル

(
市
町
村
)
な
レ
ベ
ル
で
接

触
比
率
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
興
味
深
い
観
察
が

な
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
ど
の
政
党
も
ロ
ー
カ
ル

郡
区
)

レ
ベ
ル
で
の
団
体
と
の
接
触
比
率
が
低
く

特
に
ソ
ウ
ル
で
は
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活
動
団
体
を
比

ベ
、
ど
の
党
も
七
|
一

0
ポ
イ
ン
ト
接
触
比
率
が
低

く
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
韓
国
の
政
党
と
団
体
の
関
係
は
、

全
国
レ
ベ
ル
の
団
体
を
中
心
と
し
た
中
央
レ
ベ
ル
に

止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
仮
説
(
慌

説

6
)
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(市

(%) 表14 活動空間と政党接触の日韓比較

A政党接触の有無

体
7
J
n
J

E
0
6
 

4
一
4

3

塁
。
2

仕…一
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2

f
一
2

2
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4
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鴇
込
一

'
i
R
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ω一5
4

娘一H
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S
 

町一
m
M
吋
品

市一
仇
H
J十

恥
骨
一
ル

触
一
京
ウ

接
一
東
ソ

59.7 
46.2 

25.0 
37.5 

62.5 
52.4 

68.8 

50.0 

51.6 
11. 1 

64.6 

50.0 

茨城

迄盤

E政党接触の内苦手

24.6 
20.0 
16.9 

15.4 
4.6 

」史上一_L_i'立lurtL..__...[ii¥...._.峨脅し一日放置一一世界 一全生 一旦出1し別1!一
(東京) ! 
自民党 i 
新進党 | 

民主党 | 

共産党 i 
社民党 | 
太陽党 i 
さきがけ!

その他 | 

N 199 153 154 690 192 1388 

(!L ← i 市部s: 広域市・道 広域間韓国全国 i世界 全体 制(注1) EN(耳)
(ソウル)I 
新車車l謹党 i
i副民会議|

自民連 ! 

民主党 ; 

その他

83.1 

75‘5 
74.5 
73.1 
73.9 
72.9 
72.7 
70.2 

72.5 
69.3 
67.1 

66.3 
45.8 

1195 
1085 

1071 
1051 
1063 

1048 
1045 
1009 

269 

257 
249 
246 

170 

34.5 
18.7 

15.2 
7.3 
13.2 

9.9 
10.0 
5.0 

31.3 
27.9 

23.5 
20.4 

9.8 

24.5 

13.5 

10.4 
6.3 
8.3 

8.3 
8.9 
3.6 

17.8 
22.2 

17.8 
11.1 
6.7 

32.9 

19.0 
13.5 

5.8 
12.0 

9.7 
9.7 

4.9 

34.0 
27.8 

24.7 
22.2 
10.3 

35.1 
18.8 
17.5 

4.5 
15.6 

10.4 

9.7 
3.9 

46.2 
38.5 
30.8 

30.8 
15.4 

39.9 
22.9 
21.6 
11.8 
18.3 
13.1 
13.7 

6.5 

39.0 
43.9 

31.7 
26.8 
17λ 

45.2 
19.1 
19.1 
12.6 

16.1 
9.5 
9.5 

6.5 

日
韓
利
経
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
い
日
韓
関
体
基
礎
構
造
調
夜
ご
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

九

358 45 

注1)ここで聞は、各政党に潤する頻度に答えてくれたケースであり、

全体は各政党仁対し、接触ありを表的したケースである。

194 13 41 日5



筑
波
法
政
第
二
十
五
号
(
一
九
九
八
)

活動範囲と働きかけの対象表15

全体

37.0 
14.9 
6.5 

世界

31.8 
9.4 
5.2 

日本全国

39.9 
15.1 
6.1 

広i或豊富

29.2 
18.2 
7.1 

県

36.6 
16.3 
5.2 

38.2 
16.1 
9.5 

市町村

り

所

)
-
H
政

党

判

伐
一
日
行
政
裁

58.4 

192 1388 
世界 全体

46.4 61.0 54.5 

日
一
種

1
一域一広

58.2 63.8 合計

64.2 
12.6 
3.4 

66.7 
6.7 
4.4 

66.5 
11.3 
2.6 

69.2 
0.0 
0.0 

61.0 

22.0 
2.4 

80.2 

40.3 
17.3 
5.2 

」器
全体

77.8 

N l  65 41 ...1.3.. 194 45 
(覧)市町村 県 広域圏日本全国 世界

(茨城) I 
行政 43.4 46.9 25.0 0.0 0.0 
政党 i 17.2 12.5 31.3 37.5 0.0 
裁判所 I 2.0 3.1 25.0 25.0 0.0 

80.4 69.2 85.4 80.0 合計

62.8 

191 
全体

0.0 62.5 81.3 62.5 

99 64 
市郡区広域市・遊

62.6 

47.2 
23.6 
5.7 

50.0 
25.0 
O.。

47.6 
23.8 
9.5 

83.3 
0.0 

0.0 

44.4 
22.2 
O.。

43.5 
25.8 
6.5 

合計

目

盛i
(京畿)

行政

政党

裁判所

76.4 75.0 81.0 83.3 66.7 75.8 合計

七
O 

106 8 21 6 9 62 N 



一一・
i
六

日
韓
関
体
の
活
動
空
間
と
働
き
か
け
(
ロ
ビ
イ
ン
グ
)

の
対
象

ロ
ビ
イ
ン
グ
の
対
象
と
し
て
ど
の
標
的
が
有
効
か
と
い
う
質
問
へ
の
答
え
は
、

や
は
り
団
体
の
種
類
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
活

動
空
間
だ
け
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
場
に
よ
っ
て
違
い
が
有
る
の
か
、
そ
し
て
日
韓
に
差
は
あ
る
か
見
て
み
よ
う
。

表
日
に
あ
る
よ
う
に
、
行
政
の
榎
位
は
、
茨
城
の
一
部
を
除
い
て
揺
る
が
な
い
。
日
韓
の
首
都
で
は
、
各
活
動
空
間
ご
と
に
差
は
あ
る

が
、
そ
の
差
は
一

0
ポ
イ
ン
ト
以
内
で
、

い
ず
れ
も
行
政
優
位
で
あ
る
。
相
対
的
に
政
党
の
割
合
が
多
い
の
は
、
東
京
で
は
広
域
顔
、

ソ

ウ
ル
で
は
広
域
市
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
裁
判
所
の
割
合
が
相
対
的
に
多
い
の
は
、
両
首
都
と
も
末
端
の
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
活
動
す

る
団
体
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
の
記
述
統
計
に
基
づ
く
分
析
を
ま
と
め
よ
う
。
こ
こ
で
の
主
要
な
発
見
は

事
実
1
一
日
韓
の
首
都
の
利
益
団
体
の
回
答
分
布
は
類
似
し
、
地
方
の
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。

事
実
2
一
一
韓
国
の
団
体
予
算
の
分
布
、
職
員
の
分
布
は
、
首
都
に
お
い
で
ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
、
地
方
に
お
い
て
は
韓
国
の
分
布
は
日
本

の
そ
れ
と
比
べ
、
大
き
い
も
の
が
少
な
い
。

事
実

3
一
日
韓
の
団
体
の
集
団
分
類
に
は
意
味
の
あ
る
違
い
が

(
特
に
地
方
で
)
存
在
す
る
。

日
韓
利
益
団
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
日
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

七



筑
波
法
政
第
二
十
五
号
(
一
九
九
八
)

七

事
実
4
一
日
韓
の
団
体
の
政
策
関
心
の
分
布
は
首
都
で
は
類
似
し
、
地
方
で
は
異
な
る
。

事
実
5
一
日
韓
と
も
に
団
体
の
情
報
源
と
し
て
は
行
政
機
関
の
役
割
が
大
き
い
。

事
実
6
一
日
韓
で
は
、
情
報
源
と
し
て
の
非
政
治
ア
ク
タ
ー
(
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
関
連
団
体
な
ど
)

と
の
関
係
が
異
な
る
。

事
実
7
一
日
韓
の
団
体
の
行
政
機
関
と
の
公
式
、
非
公
式
の
関
係
を
持
つ
団
体
の
分
布
パ
タ
ー
ン
は
類
似
し
て
い
る
。

事
実
8
一
日
韓
の
団
体
と
政
党
と
の
関
係
は
、
接
触
パ
タ
ー
ン
の
差
で
異
な
る
。

事
実
9
一
日
韓
団
体
の
働
き
か
け
パ
タ
ー
ン
は
、
行
政
の
優
位
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

事
実
印
一
韓
国
で
は
日
本
と
比
べ
、
農
業
お
よ
び
市
民
団
体
は
よ
り
全
国
性
が
強
く
、
地
方
性
が
弱
い
。
他
方
、
政
治
、
福
祉
、
教
育
、

経
済
団
体
で
は
全
国
性
が
よ
り
弱
く
、
地
方
性
が
よ
り
強
い
。
行
政
関
係
団
体
も
地
方
性
が
強
い
。

事
実
口
一
ソ
ウ
ル
で
の
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
団
体
で
、
自
治
体
よ
り
も
中
央
の
行
政
機
関
を
情
報
源
と
し
て
い
る
も
の
の
比
率
が
か
な

り
多
い
。

事
実
口
一
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
源
と
し
て
の
意
義
は
韓
国
の
方
が
日
本
よ
り
大
き
い
。

事
実
お
い
日
本
で
見
ら
れ
る
活
動
空
間
の
場
の
拡
大
と
行
政
と
の
関
係
を
持
つ
団
体
の
割
合
の
上
昇
と
い
う
関
係
は
、
韓
国
で
は
見
出

さ
れ
な
い
。

事
実
M
一
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
団
体
に
お
い
て
政
党
接
触
の
有
り
の
団
体
の
相
対
的
な
多
き
が
日
本
で
は
観
察
さ
れ
た
が
、
韓
国

で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。

と
い
っ
た

H
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
基
に
考
え
ら
れ
る
仮
説
を
分
野
ご
と
に
集
め
れ
ば
、

仮
説
5
一
日
韓
と
も
に
首
都
と
地
方
で
は
団
体
の
空
間
活
動
範
闘
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。



仮
説
1
一
日
韓
の
首
都
の
利
益
団
体
の
行
動
様
式
、
政
治
ア
ク
タ
ー
と
の
関
係
構
造
は
類
似
し
、
地
方
の
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。

仮
説
2
一
韓
国
の
団
体
組
織
力
は
、
首
都
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
日
本
の
そ
れ
と
同
じ
、
地
方
に
お
い
て
は
韓
国
の
組
織
力
は
日
本
の
そ
れ

と
比
べ
劣
る
。

仮
説

3
一
日
本
で
は
韓
国
よ
り
団
体
ご
と
の
政
党
関
係
が
構
造
化
し
、
団
体
に
よ
る
政
党
へ
の
差
別
化
が
進
ん
で
い
る
。

仮
説
6
一
韓
国
の
政
党
と
団
体
の
関
係
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
団
体
を
中
心
と
し
た
中
央
レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
る
。

仮
説
4
一
日
韓
の
団
体
と
行
政
の
関
係
は
、
行
政
の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。

と
な
る
。

つ
ま
り
、
韓
国
の
団
体
は
、

す
で
に
発
見
さ
れ
た
よ
う
に

(
辻
中
・
李
・
廉
一
九
九
八
、
前
掲
)
団
体
の
数
的
密
度
や
多
様

性
で
日
本
並
み
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
組
織
力
で
も
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
力
を
有
し
て
い
る
。
団
体
の
様
々
な
行
動
様
式
や
関
係
構
造
は

類
似
し
て
お
り
、
特
に
行
政
と
の
関
係
で
類
似
点
が
多
い
。
他
方
、
政
党
と
の
関
係
、
地
方
の
団
体
の
様
式
で
は
相
違
点
が
多
く
発
見
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
内
部
構
造
な
ど
も
日
本
の
そ
れ
が
成
熟
や
構
造
化
の
進
展
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

発
展
志
向
型
国
家
、
多
元
主
義
、

一
党
優
位
政
党
制
な
ど
の
考
究
に
と
っ
て
興
味
深
い
示
唆
が
、

日
韓
の
類
似
と
差
異
に
よ
っ
て
え
ら
れ

た
。
そ
の
展
開
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

設
1

日
本
側
の
研
究
集
団
に
よ
る
中
間
報
告
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
辻
中
堂
・
李
政
照
・
廉
載
鏑
「
日
韓
利
益
団
体
の
比
較
分
析
一
一
九
八
七

年
氏
、
上
化
以
後
の
韓
国
団
体
状
況
と
政
治
体
制
し
町
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
一
九
九
八
年
、
二
三
号
。
辻
中
農
・
森
裕
城
「
現
代
日
本
お
け
る
利

益
団
体
の
存
立
様
式
」
『
筑
波
法
政
』
第
二
四
号
、
一
九
九
八
年

a
o
辻
中
議
・
森
裕
城
「
現
代
日
本
の
利
益
団
体
一
活
動
空
間
別
に
み
た
利

益
団
体
の
存
立
・
行
動
様
式
」
『
選
挙
』
、
一
九
九
八
年
b
四
月
号
。
辻
中
最
一
ほ
か
「
現
代
日
本
に
お
け
る
利
益
団
体
の
行
動
様
式
一
『
団
体
基

礎
構
造
調
査
』
に
基
づ
く
市
民
社
会
の
団
体
行
動
の
実
態
し
『
悶
際
政
治
経
済
学
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
八
年
。
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

日
韓
利
益
同
体
の
基
礎
的
比
較
研
究
一
日
韓
団
体
基
礎
構
造
調
査
(
一
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

七'



筑
波
法
政
第
二
十
五
日
す
ご
九
九
八
)

七
四

『
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調
査
一

τ
J
I
G
S
コ
1
ド
ブ
ッ
ク
』
筑
波
大
学
一
九
九
七
年
九
月
、
お
よ
び
『
団
体
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
調

査
一
中
間
報
告
書
』
筑
波
大
学
一
九
九
八
年
二
月
を
参
照
。
韓
国
側
に
つ
い
て
は
辻
中
登
及
び
廉
載
鏑
を
中
心
と
し
て
高
麗
大
学
行
政
問
題
研

究
所
、
と
り
わ
け
洪
性
満
氏
の
協
力
を
得
た
。

註
2

日
韓
、
東
京
・
ソ
ウ
ル
、
茨
城
・
京
畿
に
つ
い
て
の
基
本
デ

i
タ
(
一
九
九
四
1

五
年
)
。
人
口
一
日
本
一
億
二
五
ニ

O
万
人
、
韓
国
四

四
八
五
万
人
。
面
積
一
日
本
一
ニ
七
・
八
万
平
方
キ
口
、
韓
国
九
・
九
万
平
方
キ
ロ
。
一
人
当
た
り

G
D
P
(
一
九
九
四
年
)
一
日
本
三
四
六
三

0
ド
ル
、
韓
国
八
二
六

0
ド
ル
。
一
、
二
、
コ
一
次
入
口
割
合
一
日
本
(
五
・
八
%
、
一
ニ
四
・
一
%
、
六

0
・
一
%
)
、
韓
国
(
一
一
一
一
・
六
%
、

一
二
三
・
一
ニ
%
、
五
コ
了
一
%
)
。
人
口
一
東
京
一
一
七
七
万
人
、
ソ
ウ
ル
一

O
七
八
万
人
、
茨
城
二
九
六
万
人
、
京
畿
七
六
一
万
人
。
磁
積
一

東
京
一
二
八
九
平
方
キ
ロ
、
ソ
ウ
ル
六

O
五
平
方
キ
ロ
、
茨
城
六

O
九
四
平
方
キ
ロ
、
京
畿
一

O
八
六
四
平
方
キ
ロ
。
一
、
一
一
、
三
次
人
口
割

合
い
東
京

(
0
・
五
%
、
一
一
五
・
七
%
、
七
二
・
一
%
)
、
ソ
ウ
ル

(
0
・
四
%
、
一
一
・
一
%
、
八
八
・
五
%
)
、
茨
城
(
九
・
七
%
、
三
回
・

七
%
、
五
五
・
三
%
)
、
京
畿
(
一
一
了
九
%
、
四
六
・
九
%
、
四
九
・
二
%
)
。

註

3

チ
ャ

i
マ
l
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
歴
史
は
一
再
び
始
ま
っ
た
!
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関
係
』
木
鐸
役
一
九
九
四
年
お
よ
び
そ
の
書
評
で
あ

る
辻
中
豊
「
発
展
志
向
型
国
家
モ
デ
ル
の
変
容
の
意
味
」
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
一
九
九
四
年
一
五
号
。

註
4

例
外
的
な
試
み
と
し
て
、
猪
口
孝
の
一
連
の
業
績
、
例
え
ば
『
東
ア
ジ
ア
の
国
家
と
社
会
』
シ
リ
ー
ズ
(
東
京
大
学
出
版
会
)
の
編
集
、

猪
口
孝
『
日
本
一
経
済
大
国
の
政
治
運
営
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
)
を
参
照
。
ま
た
、
同
様
に
辻
中
登
編
集
、
特
集
「
臼
韓
政

治
体
制
の
比
較
研
究
」
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
二
三
号
を
参
照
。
ま
た
辻
中
登
「
日
韓
政
治
体
制
の
比
較
研
究
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
L

も

見
よ
。

註
5

想
定
す
る
体
制
範
騰
と
し
て
、
権
威
主
義
|
自
由
民
主
主
義
、
多
元
主
義
l
コ
!
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、
発
展
志
向
型
国
家
|
規
制
型
一
国
家
と

い
う
一
ニ
つ
の
群
が
あ
る
。
通
説
的
に
は
、
日
本
(
自
由
民
主
主
義
、
多
元
主
義
l
コ
ー
ポ
ラ
テ
ム
ズ
ム
議
論
有
り
、
発
展
志
向
型
国

家
)
。
韓
国
(
移
行
期
・
議
論
有
り
、
議
論
有
り
、
発
展
志
向
型
国
家
)
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
は
本
分
析
で
は
体
系

的
に
は
言
及
し
な
い
。
前
掲
辻
中
・
李
・
廉
、
一
九
九
八
を
参
照
。



註
6

デ

l
タ
は
絶
対
比
率
、
つ
ま
り
該
当
す
る
項
目
で
無
回
答
、
わ
か
ら
な
い
な
ど
も
除
外
せ
ず
、
全
体
の
総
計
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を

算
定
し
て
表
示
し
た
。

註
7

計
算
方
法
は
、
図
1
の
最
上
部
(
表
4
の
左
)
に
あ
る
団
体
分
類
(
東
京
、
ソ
ウ
ル
)
を
例
に
取
る
と
以
下
の
通
り
。
(
東
京
・
ソ
ウ
ル

の
農
業
団
体
の
唯
一
晶
一
ω
・
日
1
2
ω
・
叶
一
十
経
済
団
体
の
差
ニ
申
・
印
|
ロ
・
0
一
+
労
働
団
体
の
差
一
吋
・
∞

l
E
一
+
教
育
団
体
の
差
一
∞
・
∞
∞
・
印
一
+
行
政

関
係
団
体
の
差
一
之
主
一
ー
十
福
祉
団
体
一
品
-
H
I
E
-
品
一
+
専
門
家
団
体
の
差
一
∞
h
i
s
-
-
ω
・
町
一
+
政
治
団
体
の
差
一

N-HIN-m
一
ー
十
市
民
団
体

の
差
一
色
|
叶
-
U

一
+
宗
教
団
体
の
差
一
C

・
申
l
申
・
由
一
+
そ
の
他
の
団
体
の
差
一
回
∞
:
申

1
5・
印
一
)
十
回
同
(
項
目
数
)
H
(
巳
+
∞
・
印
l
T
ω
ゐ
+
c
ω

+
品
・
申
+
∞
ω
+
h
F
O
+
。
ふ
+
。
ふ
十
戸
∞
+
∞
・
0
+
∞
・
品
)
小
口
H
A
H
-
∞
宮
山
・
:
そ
れ
ゆ
え
品
∞
印
。

謝
辞
二
ニ
石
善
吉
先
生
の
ご
退
官
記
念
号
に
こ
う
し
た
研
究
報
告
的
な
小
論
し
か
寄
稿
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
っ
先
生
の
ご
専
円
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
と
の
比
較
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
政
治
専
攻
の
良
心
で
あ
っ
た
先
生
を

失
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
こ
の
専
攻
を
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
。

本
研
究
を
含
む
共
同
研
究
は
、
辻
中
豊
を
代
表
と
す
る
筑
波
大
学
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

S
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
A
(
一)、

同
C
、
国
際
学
術
研
究
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
助
成
研
究
、
松
下
国
際
財
団
助
成
研
究
な
ど
多
く
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

日
韓
利
益
団
体
の
茶
礎
的
比
較
研
究
一
日
韓
国
体
基
礎
構
造
調
査
こ
九
九
七
)
に
基
づ
く
頻
度
と
活
動
空
間
の
分
析
(
辻
中
・
朴
)

七
五




